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　　1956 年 4 月 中 旬，石狩湾 に 面 し た銭凾 の 海岸沿い の 柏 林 の 中で ， 融 穹 に よ つ て で きた大小の 水溜 1）（i−

　10 平 方米位） か ら多数 の ポ ーフ ラ を採 集 し た 。 実 験室 で 個罵 飼育 し羽 化 せ し め ，調 べ た処 　Aedes （Och−

　lerotattis）he．vodonimts ，
　A ，（σ・）intrttdens・

A ・（0・）exc ？
’
ucians の 3 種 が い る こ とが 分 つ た

。
そ の 後今 日

　ま で
， こ れ ら の 生態 を 調 べ て きた ．o ・J・1・r ・t・ttis’亜属 は 日本 で は こ tし まで に 次 の 7 種 類 が 報告 され て い る・

　A ．（の co ？rlrtl．fitriS，　A ．（0 ．）dersaiis，　A （0 ，）sticticors ，　A ．（0 ．）f）tt ？lctor
，　A （0 ，）haXiusanensis，　

A ．（O ．）

　ex 。 rucians ， 及 び A ．（0 ．）i・ trudens で あ る．従 つ て A （0 ・）hexod ・・ 鳩 は 本邦ヌミ記録種 で あ る・A ・（0 ）

　i，itrz，clens は 北海道 ca生研姜蜥 の 服部 畦作氏 に よ つ て 1958 年既 に 記録 さ tして い るが ，　m 及 び 幼虫 は報告 さ

れて い ない
。

こ の 論文 で は A ．（0 ．）he．Tod ・・酪 及 び A ・（0 ・） i・“ iidens の 成虫 ・ 蛹 及 び 4 令幼虫の 形 態

　 と生態 に つ い て 報告 して お・きた い 。

　　 Aedes （Ochlei
・
otatus ）he　rodojtttts 　Dyar キ タ ヤ ブ カ （新 称 ）第 1 図

　　雌 成虫 ： 大 き さ は 吻 の 先 よ り尾葉 （ccrci ）の 後端 ま で で 約 11mm 。 吻 黒 色・触 鬚 は短 か く暗色。後 頭 部

　脊側は狭 く短 い 淡 黄 色 鱗並 び に 真直 ぐな二 叉 状 の 長 い 黄色鱗。側面 は 幅広 い 白 色鱗 で 被 わ れ る。梗節 は淡 隅

　色 で 脊側及 び内側表 tUIC灰白鱗 が あ る 。
　Knight に よ る と 北 米 に は

‘‘
　tJ，Pe ろe 　i／・ dontits　’

と
“ 　tundra 　

”

の

t− 2 つ の 変種 （… i・ty）が い る と い う。
“ t）f）e　he．Toclo7rtus ”

の ts板 は黄色蠎 で rWbtv （時「L は 黄 自烈 澱 碣

　鱗 〉， 中央 IC 】 本 の 幅広 い 又 は 2 本 の 狭 い 縞 が み られ る 。
‘ ‘

　ttindra
”

変種 で は， こ の 縞 が な い か 或 い は あ

　 つ て も判然 と し な い と され て い る 。 著 者 の 検 し た 25 価 体で 1ま一 6 個体 が
cc

　tundra 　
”

　 af種 と IW ・わ k る も

　 の で あ つ た ．纐板 の 但櫞 及 び 後縁 中央 ｝く は 青 白鱗 が あ る ． 前脊板後部 （P ・ S・e ・i・ ・ p・。 n 。t・ m ）の 脊倶VはigL°

　SUtsrzは 黄 褐色 の 曲範 腹側は 少 し幅広 い 灰 白鱗。小楯板 は 狭 峨 褐 鱗 とec？99 の 剛 毛 側板 は 灰 麟 の 明 瞭

　 な斑 点 。前胸側板 （stern ・pleuron ）の 鱗 は下方 の 縁近 くま で あ る 。 中胸側板下部 （loM’er 　
mesepimeron ） の

　剛 毛 は 1〜3 本 ． 腹部第 1節脊板 の 中央 に 黄白鱗 D 他 の 節 は 暗 色 で ，そ の 基 部 に 夫 々 自 色鱗 の 顕著 な縞が あ

　 る ． 腹撚 C ・・P・・ t・・ ＆　LaGasse 　（
’55）に よ る と灰 白鱗 に erわ iLて い る とい わ れ るが ・ 著 90 検 し た 個体 の

　大半は 3
，
4

，
5

，
6 節 中央 に 腹節後端 を 底辺 とす る三 角形 の 黒色鱗が あ る 。 腿 節 は暗色 で 白色鱗 が ま ば ら ，

　 下 面 は青白 鱗 ，末端 はや や 広 い 白 色鱗。脛節 は箔色 に 白 色鱗 が 散在 。鮒節 は 暗 色 ， 基部 に 近 い 節 に 青 白鱗 ，

　特 に 後脚第 1− III 鮒節 に 自斑 が ま ば ら に み え る。翅 の 長 さ は 約 4・5mm 暗色 の 狭 長鱗 ・前縁 脈 の 基部 に 白

　 色斑 ，時に こ の 白斑 は 明 らか で な い こ と が あ る 。

　　 雄成虫 生 殖器 ： 第 9 脊板 （IXT
−L）の 突起 の 長 さ は幅 よ りや や 長 く、夫 々 6− 7 本 の 剛 毛 を 具 え る。 2

　 つ の 突起 の 聞に V 宇型 の や や 深 い 切 りこ み が あ る。第 10腹板 （X −S） は 極 め て 固 い 感 じ で 先 端 は 内側 に 曲

　 る。先 端 よ りや や 下 に 少数 の 短毛 が あ る。中央捧 （Ph ） は 円筒状。先 の 切 りこ み 傑 く， 腹側 が 開 き，脊｛則 が

　 閉 じ る ． 小把 握 片柄部 （Gl−s）は 太 く短 い 。 真 中 附近 で 少 し 外側 に ま が t）　：基 部 よ り半 分 ま で 微 毛 で被 わ れ ，

　 基部 内鐔脈 1− 2 本 の 蘇 が あ る．刀 部 （GFF ）は暗 色 ， 柄部 よ り短 く，真 中直肩匠 幅広 く・ 先 へ 行 くに 従 つ

　 て 細 くな b ， 先 端 は鈍 く外側 に 曲 る． ｛貝II；
・
？ （B ・） の 長 さ は 幅 の 3−−3・5 倍，鱗片及び長短 の 鬪毛 を具え る ・

　 基部葉 （B−L ）は大 き く， ほ ぼ 三 角形 をな し ，脊側 よ りみ れ ば，側 片 よ りわず か に 安 出 して い る。表面 は 短 い

　 剛毛 が 密 生 し，基 部 に は 長 い 剛 毛 が 列 生 して ，そ の 脊側 の 先端 に か な り長 い 内側 に 曲 つ た 1 本 の 棘が あ る。

　 先端 葉 （A −L）は極め て 明瞭 で ，幅広 く円 い 。多 くの 扁平 な圃 毛 に 被 わ れ る。 把 握 片 〔Ds） は 側片 の 約 2／3

　 の 長 さ ． 真 中 で 幅が広胸 先 端 近 くで 内側 に 曲 る。表面は微毛 で 被 わ れ，先端附近 i・c5 − 6 本 の 小 棘 を具

　 え る。 先端 の 爪 （D ・
−c 〕 は 細 く，長 さ は 把 x 片 の 約 ｝！6。第 9 腹板 σx −s）は 睇玖 後縁 は ほ ぼ 真直 ぐで ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〔 17 ）
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約 6 本 の 長短 の 謝 毛 を 装 う。

　蛹 ： 潺泳片 の 長 さは約 1．1　mm
， 幅約 0・8　 nim で 比 較的細長 い 卵 形 。 中肋 は ほ ぼ 真直 ぐで

， そ の 内側 は

外側 よ 鴫 や や 狭 い ・游泳片 毛 は分 岐 せ ず ・ 長 さ は 游泳片の 約 1i9
。
　 A 毛 i’ま 2− 4 分鮫 ， 長 い

． 第 8 節剛

毛 は A 毛 よ り も短 か く単条 。

C

第 咽 A ・des （0 ・）乃・x ・d・ ntu ．s　 A ・ 齣 戎虫，　 B ・ 雌成虫腹板 ，
　 G ・雄 成虫生 殖器 ，

　虫頭胸部 ，　 E ： 同幼虫尾韻 　　F ： 呼 吸 管 練 ，　 G ； ｛則鱗，　 H ： 蛹尾部。

D ： 4 令幼

（］8 ）
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　4 令幼虫 ， 触角 の 長 さは 頭 の 長 さ の 半分以 下。表 面 に 頼 多 く，柄 の 真中 よ り少 し手 前 に数 本 に 分 れ た 触角

毛 が あ る。頭部 後額板 毛   は小 さ く，数 本 に 分肢 。内前頭毛 （5） 及び 中前頭毛 〔6） は 単条 又 は 2 本 分

岐 ， 稀 に 3 本分岐．
‘ ‘1塑 8hexodontrts

”
で は （5），（6）共 通常 2 本 ，　

c‘tUtidra”

で は 通常単条，時 に 2 分

岐 とい われ て い る。著者 は 今 の 觝 こ の こ と を十分確 め る まで に は 到 ら なか つ た 。 外 前頭毛 の は 3− 6 本 で

憚 か に 羽 板 が あ る 。 前 胸部 内肩 毛 （1） は長 く，2− 3 本。中肩毛 （2）長 く 1 本。副 肩 毛 （3） 中位 2− 3 本 。

  は 短 か く，
1 本。（5）は 長 く，1 本，時 に 2− 4 本。 1

’
6）は長 く 1 本 。（7）も長 い

，
3− 4 本分妓・稀 に

2 又 は 5 本分岐。腹部側 毛 は 第 1 節 よ り第 6 節 ま で
， 夫 々 1− 3 本 に 分れ る。第 8 節 の 側 鱗は 5− 9 個

が 1 列 に 並 ぶ 。各側鱗 は 先端 が 長 く鋭 く尖 り，基部 に 小辣 が あ る 。呼 吸 管比約 3．0。呼 級 管蘇 は IO− 20個

呼吸 管 の 基 部 よ IJ　 315− 2！5 の 所 まで 密 IC並 ぶ。呼吸管毛 は 3− 8 本 に 分 れ ， 羽 枝 が あ り・呼 吸 管頼 よ りか

な り離 れ て 上 に あ る。尾節 は 鞍板 に 被 わ オt ， 脊側先 端 毛 は 呼 吸 管鰊 よ りも短 い
。 鞍板 毛 は 鞍板 よ 1） も長 い 。

脊 面 刷 毛 状毛 の 上 毛 は短 い 多数 の 毛 束 。下 毛 は長 い 1 本 の 剛 毛 。　腹面刷毛状毛 は 長 い 毛 束 が 列生 。 尾鰾 は

鞍板 の 1．5− 3．5 倍 の 長 さ。

　採集地 ： 銭 凾

　分 布 ： 雌成虫及 び 雄 成虫 の 生殖 器 の 形態 は チ シ マ ヤ ブ カ A ．（0 ・）fmnetor と よ く似 て い て 成虫だ けか

ら こ の 両種 は区別 で き な い よ うで あ る 。 従 つ て こ れ が 混 同 して 分 布 の 範 囲 が は っ き りしな か っ た 。Parpenter
＆ LaGasse は 幼曳及び幼虫 と

一
緒 に とれ た 成虫か ら判断 して A ．1taxodontersの 分布 は 北米 に 於 て は ア ラ ス

カ か ら カ リ フ ォ ル ニ ア に 渉 つ て い る とい う。 特 に 極 地 帯 の ツ ン ドラ や 南部 の 高 山地 帯 の 草 原 に 若 い 幼 虫 が 発

見 され て い る 。 日本 に 於 て は北海道 が始め て で あ る 。

　生態 ： 3 月 中 旬，ま だ 雪 が 浮 ん で い る水溜 りで 1 令幼 虫 が か な b と れ る。0℃ 附近 で 孵化す る よ うで あ

る。水温が低 い せ い か 幼虫 の 成長 は 緩 慢 で 例 年 5 月上旬 か ら 中旬 に か け て 漸 く羽 化 ず る 。
6 月 中成 虫 が と

れ る
。 年 1 回発 生 す る 。 雌 は 昼聞 日 向 で も執拗 に 吸 血 に 来 る。幼虫 は 底 に 柏 と笹 の 落葉 が し きつ め られ た

濃褐 色か ら淡 褐色 の 透明 な大小の 一時的 な 水溜 りに 棲息 す る。水 の 塩素量 は 15− 23　mg
，

，1，　 KMnO
‘ 消費 量

SO− ！iOrrig！l， ア v モ ニ ヤ 性窒素 O・08一  ・24mg11・ pH 　6・8− 7・2 で 水 田 の 水 と似 た よ うな性質を もつ て い る、

異 な る点 は こ れ らの 雪解水 で は KMnO4 消費 量 が 著 し く高 い こ とで あ る。幼虫 は A （σ ）inli’udens の 幼

虫 と常 に 混馥 して い る 。 興味 の ある こ と は A ・hexodontus の 幼虫 は 1 日 中陽 が よ く当 らない で ， 従 つ て

水温 が 日中 で も 19℃ 以下 の 茂 み の 中 に で き た水溜 りに だ け 棲息 して ・同 じ 地域 で 同 じ よ う な 化学的性質 を

具え た直射 日光 の 当 る 水溜 りで は 殆 ん ど撰息 し て い な い こ とで ある。 附近 で とtvる Aexcr ”cialts が 貿向

の 水溜 りに だ け 発生す る の と 極 め て 頬照的 で あ る。

　 Aedes （Oeltlerotatus）intt’itdens 　Dyar サ ッ ボ ロ ヤ ブ カ 　第 2 図 　
一

　雌成虫 ： 大き さ は 吻 の 先端 よ b尾葉 の 後端 まで 約 10mm の 中型 種。触鬚 は 小 さ く睹色 で 灰 白鱗が 点 々 と

み え る 。 後頭部 は曲 つ た 細 い 黄 白 鱗 。 中央部 は 真直 ぐな分 岐 し た 鱗。側面 は 扁平 な黄白 鱗。梗 節 は 黄 夊 は

淡 褊色。内側表面は 暗 褐色 で 少数 の 白鱗が つ い て い る 。 胸部脊板外皮 は 黒 色 。 楯板は暗褐色 の 細 い 曲鱗で 被

わ れ ， そ の 前縁及 び 側縁 は淡 碣 叉 は 黄 白 鱗 で ふ ち ど られ る。 前楯板 中 央 に 時 に 褐 色 の 2 本 の 縞 が み え る も

の もあ る。前脊板後部 の 脊側 は 褐 色 夊 は 黄 白鱗。腹側 は 幅 広 い 青白鱗 e 小楯板 は 黄白鱗 で 被 わ れ 淡褐色 の 剛

毛 を 具 え る 。 側板 は 幅 広 い 灰 白鱗 の 斑 点 が よ く発 達 し て い る。前胸側板 の 鱗は こ の 部 分 の 前縁 よ L） IX2〜213

に 達 す るが ， 翅基前部 （prcalar　 area
， 前胸側板上部 に 相 当す る）の 斑点 と は 明 らか に 区別 で きる。中胸側板

下 部 の 剛 毛 は ］〜5 本 ， 無 い こ と も稀で は ない 。 腹部第 1 節脊板 の 中央 に 白鱗 の 斑 点。他 の 節 で は 基部 に

側辺 が 少 し幅広 く な つ た 白鱗の 帯 が ある。腹板 は灰白鱗 で
一

様 に 被わ れ る e 腿節 は階碣 色 。 後部表面 に 青白

鱗 が まば ら．脛節鮒節共 に 暗色。脛節 の 表面及び第 正鮒節 に 青白鱗。翅 の 長 さは 約 4・5〜4．8mm
， 鱗 は狭 く

暗褐色 ， 前縁脈 の 基部 に 青白色 の 小斑 が あ つ た り，な か つ た りす る 。

　雄 成虫生殖 器 ： 第 9 脊板 （IX −L ）の 突起 は短 く，円 く盛 り上 り， 両突 起 の 聞 の 切 りこ み は浅 い 。突 起は

そ tvそれ 5− B 本 の 太 く短 い 剛 毛 を具 え る 。 第 9 腹板 （IX −S）は ほ ぼ楕円 に 近 い
． 後縁は 中央 が 凹み ， 近 く

（19 ＞
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tc約 10 本 の 大小 の 剛 毛 を装 う．第 10 腹板 （X −S）は 固 く脊縁黒 羯で 先端 が 内側 に 曲 る。中央体 （Ph）は

太 く長 さ は 幅 よ り も少 し大 き い 。先 端 が 浅 く くび れ ， 腹側並 び に 脊｛貝llの 中央 部 が 開 い て い る 。 小把握 片 （Cl）

全 体が 鎌 状 を た す 。柄部 （Cll−，：） は 基 部 よ り下 半 分 に 徴 毛 が あ る。真中内側 に 鋭 い 突 起 が あ りそ の 先 に 小棘

が あ る。刀 部 （G1−F：； は角張 っ て 頁 中附近 で 最 も幅 広 く急 に 外側 に 曲 り，先 に い くに 従 つ て 細 くな つ て 再び

曲 る。側片 〔Bs） の 長 さ は 幅 の 1．5− 4 倍 c 鱗片や 長 短 の 剛 毛 を 具 え，瞑側の 先 端 附近 に 剛 毛 が 蟹 音こ 束状を

G

E

F

｝

o

』

（
U

第 2 図　Aedes 〈0 ．）ゴntrttcltt ’； s 　 A ； 雌 成 虫，　 B ： 雄．成虫生殖 器 ，　 G ： 4 令 幼 虫頭胸部 ，　 D ： 同幼

　虫尾部 ， 　 E ： 側鱗 ，　 F ： 呼 吸 管棘 ，　 G ： 蛹 尾 部。

（2〔｝）
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な し て Ln る e 基部環 〔B −L）は細長 く，そ の 先 に 2 本 の か な り太 く長 い 刺 が あ b ， 脊倶ゆ 基部 に も 1 本 の

長 い 刺 を具 え る ． 先端葉 （A −L ｝ 1ま先 が 円 くか な り長 い 剛 毛 に 黴 玩 ・ る 。 把 握片 （D ・）は 短 か く真中 で 幅広

く内側 は 微 毛 で 被 われ，先端近 く 3−−4 本 の 短 毛 を 装 う 。 先端 の 爪 （Ds −L）は 把握片 の 1！5 の 長 さ・

　蛹 ： 欝泳片 の 長 さ約 12mm ，幅 約 0．8mm の 邸 形。潺 泳片 内側の 幅 は 外側 の 幅 よ り少 し狭 い 。 中肋 は

真直 ぐ。A 毛 は 短 か く，
5 分岐。第 8 腹節 毛 は A 毛 よ り も長 く単条。

　4 令 幼 虫 ： 触 角 の 長 さlt頭 の 長 さ よ り も 少 し 短 い 。 表面 に 鰊 が：あ り，先端 よ り半分ま で 鱶色。柄部 の

真 中 辺 りに 小数 の 分岐 の あ る 触角毛。 頭 部後額 板 毛   は 小 さ く 2．4 分 岐。内前 頭 毛 （5） は 3− 4 本 に

分れ 羽 枝 が あ る，　中前頭毛   註 5− 6 分岐 ， 羽 枝 が あ る 。 外前頭毛 （7） は 6− 9 分岐 羽枝 があ り先 は

触 角毛 の あ る点 よ P も伸び る。前胸部 内肩 毛 ｛1）1綟 く 1 木 ． 嘲 ⊂ 2 分 岐 す る の もあ る． 中肩毛 （2）は

中位 で 1 本 。副 肩 毛 （3丿 は 虚 か く 2− 4 分岐 c （4丿 は短 か く 1 本 。（5）， （6）は 長 く 1 本 。
（7） は 長 く通 常

は 1 本 。 時 に 3 分 岐 。腹 部 側 毛 は 第 1，第 2 節 で は 1− 2 本 。第 3 節
一

第 6 節 で は 1 本。 第 8 節

の 側鱗 の 数 は 12− 16 個 で ，ほ ぼ 2 列 に 不 規 則 に 並 ぶ 。鱗 の 形 は先 が 著 し く長 く宍 り ，基部 に の み 小鰊が あ

る ．呼 吸 管比 は 約 3．。．呼 吸 管 鰊 は 13− 18個 で 呼 吸 管 の 基 部 よ り li2− 3i5 の 処 ま で 並 ぶ 。 先 端 の 1・− 3 個

は他 よ り も とび 1まな れ て い る 。 呼 吸 管 毛 陵 4 −−10 本 分 岐 ，呼 吸 管 蝶 よ り上 に あ る 。最先端 の 呼 吸 管頼 の 処 に

あ る こ と も稀 で は な 1
へ 脊 唄晄 端 毛 は 呼 吸 管棘 よ り長 し％ 尾節 の 3，14− 2f3 は鞍楓 噸 わ れ る 。 鞍板 の 腹部

縁 に は 深 い 切 りこ み が あ る。 鞍板 毛 は 1 本 で 鞍板 よ り著 し く短 い 。脊面刷 毛 状毛 の 上 毛 は 比 較的短 い 多数

の 毛 束 を な し ， 下 毛 は長 い 1本 の 剛 毛 。腹面厭 毛 状 毛 は よ く発達 し た 5 −6 本 の 毛 束 が 刷 毛 状 に 列生。尾鯛

は鞍板 よ り長 く先 が 尖 る
，

　採 集 地 ： 円山，手 稲 （19SS 年 ， 服部 氏 採 集，記 録 ）。 著者 の 検 し たの は銭 凾 で 採集 し た もの で あ る 。

　 分布 ： ア メ リ カ 合衆 国 北 部 ，カ ナ ダ 南 部 ，北 ヨ ー・匚ノ
ッ

パ
， ［「本 〔北海道）．

　 生態 ： A ，haa’odo ）itfis と 同 じ よ うに ，
3 月 中 旬 当 解水 の 中に 1令 幼 虫 が 表 わ れ る。5 月 中 旬 に 羽化 し，．成

虫 は 6 月 中柏 林 の 中 で と れ 軌 年 1 回の 発生 の よ うで あ る。 雌 は 昼間 で も よ く吸 血 に く る 。 幼虫 は ．A ・

hex。dv，it 、tS 及び A ，　 e．r 、
．
i、 IC

’i、tttS と夫 々 混 捷 し て v “る
。 従 つ て 柏林 の す ぐ外 の H ・Po 最高水温 h

’
：　30℃ を越

す 程 の 広 くて 浅 い 水溜 りに も又 柏林 の 中 の 陽 の 射 さ ない よ うな水溜 りに も多数 棲息 し て い る。実験室 で g）温

度 反応 をみ る と ，
A ．　he．τodonins は 25’− 30℃ で 泳ぎ 方 に 異常 を認 め る が，　 A ．　ints

’
udens 及 び A ・　 ex ・

Cl
−
ucialts は 3ギ G 位 で 漸 く異常な泳 ぎ方 を示 す h

　 A ・intrudettsが A ．　he‘Tvclv 〃iZts よ り温度 に 対 し て 広 い

適 応 性 を もつ て い る こ と は 確 か な よ うで あ る っこ れ ま で に 知 ら れ て い る こ の 種 の 幼 虫 の 棲息場所 は極 め て 変

化 に 富ん で い て ，
Natvig （

，48）に よ れ ぼ 林 の 中 の 水溜 り， 沼 沢，溝 等 で か な り汚 福 辷水 に も耐 え る こ と が で

きる とい わオし る。成虫 も松林 ，
ス ゲ の 中，人 家 ，牛小屋 ， 豚小屋等 で とれ て い て ， 日本 に 於 て も今後注 目 さ

れ る種 類 の 一つ で あ る と 思 わ れ る。

　 終 りに ， 御指導を 受 け た 内 田 亨先生 に 深謝 の 意を表 す る 。
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　　　　　　　　Notes　 on 　Two 　Species　of 　the　Subgenus　Ochlerotatκ s （gen ．　 Aedes ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　 Hokkaido，
　Japan（Culicidae，　 Diptera）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　 SUZUK王

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zoo1Qg 五cal 　Ins巨tute
，

｝
 
aculty 　 of 　Science，　Hokkaido 　Universitγ

　　　　In　the 　present　paper 　I　rcported 　the　fG1lowing　two 　species 　of 　Aedes ．

　　　　1．　 Aedes （Oelzlenotatus）h昭 xodo 〃tu．s　Dyar （F三g．1）hither10　unknown 　from 　Japan，　 LocahIy ： ZenF

　　　　　　　bako （HokkaidQ ）、

　　　　2．　 A どdes （Ochlerotati‘s） 甜 ！’
・
iide 〃 ∫ Dyar （Fig．2｝，　 pupa 　and 　larva　of 　which 　hitherto　 unknown

　　　　　　　from 　Japan．　Adults　wc ：
・
c ：

・
ccordcd 　b》

・HaLtori　C1958）from 　Maruyama 　 and 　Teine （Hokkaido ）．

　　　　　　　Locality　 of 　exarnined 　 specimens ： Zenibako （Hokkaido 〕．

　　　　In　the　 middle 　of 　 April
，
19561collected 　laハ

・ae 　 of 重hese　 two 　 species 　 from 　transient 　ground 　pools

〔ca ．1− 10m り whi ⊂h　 oc ⊂urred 　 due　 to　 nielting 　 snow 　 in　 the 　 woods 　 of 　 oak −trcc，　 Qtrerご」‘∫
，
　 which 　 stood

ca ・200m 　 apart 　from 　 thc　coast 　 of 　ZenibakQ 　facing　Ishikari　Bay ・　First　instar　larvae　apPeared 　in　the

pools　 mentioned 　 above 　 in　 the 　 middle 　 of 　 March ， 1958，　 Every 　 ycar　 they 　 emelged 　 in　thc 皿 iddle　 Qf

May 　 and 　 their 　adults 　were 　 captured 　in　 the 　 woods 　 ti1L　 the 　end 　of 　June．　 Probabl ｝
・they 　 cmerge 　 once

ayear ．　Females 　 of 　bDth　 species 　 attack 　 human 　behlg　 for　 blood−sucking 　 in　dayti皿 e 、　 The 玉nhabita 匡ion

of 　A ．1re‘rodo ／ltuS 、、
・
as 　 restricted 　 to　 shadcd 　pools （max ．　 water 　 temp ．19℃ ）in 亡he 琉 ℃ od ア a 了ea ．　 Larvae

of 　A ．　intrttde／zs 　inhabited　togeth 巳 1
」

、、
’ith　〆L　he、τ o 【fontrεs　in　shadcd 　poo王s　 and 　wi 〔h　A 　　e τcrttcians 　in

suDny 　 shalLowT 　 pool　 at　 the　 margin 　 of 　thc　 wQodsi 　 in　 the 廴atter
，
　 waler 　 ter て］perature 　 reached 　 more 　than

30℃ ln　daytkne ．　Water 　ef 　iarval　habitats　 had 　colour 　 from 　light　 tD　 dark 　brown 　 and 　its　 chemicaI

characters 　weTe 　 as 　follows： chlor ］consump 亡ion　of 　KMnO4 ，　 ammonia 　nitrogen 　and 　pH 　were 　 15−23mg11，

50」IIOmg ！i，　0．08−0 、24　rng ，ノ1　and 　6．8−7．2　respectLvel 》
’．　It　was 　likely　that　one 　Qf 　thc　principal　factors

governing　the　inhabitatiQn・f　A 　he　v・ゴω 撫 5　is　am ・ unt 。f　sunshine ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 　　　　　記　III
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　　五） 力 冖テ シ ア ン ・ダ イ バ ー法 に よ る ウ ニ 卵 の 呼吸 ．＿．＿「「「．．，．．．＿ 安 増 郁
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　　　出席者約 25 名。
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